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カゲロウの乱舞

大
洲
市
で
、
カ
ゲ
ロ
ウ
の
乱
舞
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
四

十
五
年
ご
ろ
か
ら
で
す
。

毎
年
、
九
月
十
五
日
前
後
に
河
原
で

羽
化
し
た
カ
ゲ
ロ
ウ
は
、
午
後
七
時
半

か
ら
約
三
十
分
間
、
明
か
り
を
求
め
て

肱
川
橋
、
大
成
橋
な
ど
で
乱
舞
し
て
い

ま
す
。こ

の
カ
ゲ
ロ
ウ
は
、
「
オ
オ
シ
ロ
カ

ゲ
ロ
ウ
」
と
い
う
種
類
で
、
羽
を
広
げ

る
と
約
一
二
-
五
セ
ン
チ
、
水
中
で
二
、

一
二
年
過
ご
し
て
羽
化
し
ま
す
。

ウ
飼
い
や
イ
モ
炊
き
の
シ
ー
ズ
ン
中

に
発
生
す
る
た
め
、
遊
覧
船
や
イ
モ
炊

き
会
場
で
は
、
明
か
り
を
消
し
た
り
、

鍋
に
フ
タ
を
し
た
り
大
騒
ぎ
。

翌
朝
に
は
、
雪
が
峰
っ
た
後
の
よ
う

に
カ
ゲ
ロ
ウ
の
死
が
い
が
、
ニ
ー
=
一
セ

ン
チ
も
積
も
り
ま
す
。

今
年
は
、
大
雨
で
幼
虫
が
流
さ
れ
た

の
か
、
あ
ま
り
大
量
発
生
は
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
カ
ゲ
ロ
ウ
の
莞
生
は
、
大

洲
に
秋
を
告
げ
る
風
物
詩
と
な
っ
て
い

ま
す
。
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昭和田年11月1日

吉富地区に総省体育鑓

おおず広報

9月定例市議会

補正総額9億9千万円

川

第

二

O
三

回

大

洲

市

議

会

定

例

会

は

、

九

月

二

十

四

川

川

日

か

ら

十

月

三

日

ま

で

十

日

間

の

会

期

で

聞

か

れ

ま

し

川

川

た

。

川

今

議

会

で

は

、

昭

和

六

十

二

年

度

補

正

予

算

四

件

、

川

川

条

例

改

正

一

件

、

人

事

案

件

一

件

、

そ

の

他

五

件

の

計

川

川

十

一

件

が

提

案

さ

れ

、

そ

れ

ぞ

れ

、

原

案

の

と

お

り

可

川

川

決

さ

れ

ま

し

た

。

開
会
に
あ
た
り
、
近
田
市
長
は
次
の

よ
う
に
提
案
理
由
を
説
明
し
ま
し
た
。

「
現
在
の
地
方
財
政
を
取
り
ま
く
経

済
環
境
は
、
容
易
な
ら
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
試
算
に
よ
る
と
、
地
方
交
付

税
な
ど
は
非
常
に
き
び
し
い
状
況
と
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
財
政
需
要
に
つ
き
ま
し
で
は
、

国
の
『
緊
急
経
済
対
策
』
な
ど
積
極
的

な
財
政
運
営
の
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
て

い
る
状
況
で
す
が
、
私
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
市
民
の
住
み
よ
い
豊
か
な
生
活

環
境
の
整
備
を
基
本
と
し
、
国
・
県
の

方
針
に
沿
い
、
地
方
財
政
計
画
の
内
容

を
十
分
検
討
し
ま
し
で
可
能
な
限
り
積

極
的
に
対
応
す
る
考
え
で
す
。

こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
考
え
方
に
よ

り
編
成
し
た
結
果
、
今
回
の
補
正
予
算

で
は
、
予
算
額
の
九
十
四
%
に
あ
た
る

八
億
五
千
七
百
六
十
万
円
が
投
資
的
事

業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
地
慶

雲
寺
線
(
全
長
一
、
四
五
八
日
)
に
つ

い
て
は
、
当
初
の
計
画
に
よ
り
一
年
早

い
昭
和
六
十
三
年
度
に
完
成
す
る
見
通

し
で
す
」補

正
予
算
の
概
要

今
回
、
各
会
計
の
補
正
額
は
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
九
億
一
千
三
百
七
十
三
万

円

特
別
会
計
六
千
九
百
九
十
六
万
円

企
業
会
計
二
百
四
十
六
万
円

補
正
総
額
は
、
九
億
八
千
六
百
十
五

万
円
と
な
り
、
本
年
度
累
計
は
、
百
六

十
九
億
三
百
八
十
一
万
円
(
前
年
同
期

比
一
・
四
%
減
)
に
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
の
累
計
は
、
百
億
二
千
八

百
三
十
八
万
円
で
、
昨
年
同
期
に
比
べ

て
七
千
五
百
万
円

(
0
・
八
%
)
増
加

し
て
い
ま
す
。

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
費
集
会
所
新
築
・
改
修
補
助
金

に
二
百
十
五
万
円
(
土
井
、
高
山
束
、

鎌
の
田
)

民
生
費
地
域
改
善
対
策
特
定
事
業
に

六
千
七
百
十
八
万
円
、
カ
ラ
ス
捕
獲
箱

設
置
費
に
三
十
七
万
円

農
林
水
産
業
費
間
伐
促
進
総
合
対
策

事
業
に
七
千
七
百
十
六
万
円
、
地
域
玄
田

産
総
合
対
策
事
業
(
発
酵
処
理
施
設
の

整
備
)
に
一
千
五
十
八
万
円

土
木
費
大
成
橋
歩
道
橋
整
備
事
業
に

一
億
一
千
五
百
万
円
(
幅
員
二
日
、
全

長
百
十
八
口
)
、
大
洲
停
車
場
南
線
整
備

事
業
に
五
千
二
百
万
円
、
平
地
慶
雲
寺

線
道
路
改
良
事
業
追
加
に
三
千
四
十
万

円
、
辺
地
対
策
事
業
(
八
多
喜
、
田
処

線
舗
装
、
蛙
ヶ
峠
線
舗
装
)
に
一
千
五
百

万
円
、
菅
田
板
野
橋
橋
脚
改
修
事
業
に

一
千
五
百
万
円
、
地
域
振
興
事
業
に
一

千
十
九
万
円

教
育
費
大
洲
城
下
台
所
屋
根
改
修
工

事
に
一
千
八
十
万
円
、
総
合
体
育
館
建

設
事
業
に
三
億
二
千
六
百
二
十
七
万
円
、

藤
樹
ま
つ
り
事
業
補
助
金
に
二
十
万
円

条

関

{系

伊リ

V
大
洲
市
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

消
防
団
員
の
報
酬
の
実
態
な
ど
を
考

慮
し
た
結
果
、
団
員
、
団
長
な
ど
の
報

酬
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

人

事

案

件

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

岡
本
正
規
委
員
が
、
昭
和
六
十
二
年

十
月
十
九
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
の
で
、
後
任
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

議
会
の
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。

新
し
い
委
員
は
次
の
人
で
す
。

V
梅
林
義
輝
(
若
宮
・
日
歳
)

そ

の

他

V
市
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

春
賀
河
内
四
号
線
、
五
号
線
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

V
市
道
の
路
線
変
更
に
つ
い
て

道
路
改
良
に
伴
う
起
点
の
変
更
に
よ

り
、
厳
島
神
社
線
(
二
一
善
)
、
亀
山
線

(
大
洲
)
の
路
線
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
o

v
宇
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

国
営
総
合
農
地
開
発
事
業
に
伴
い
、

土
地
区
画
形
質
に
変
更
が
主
じ
た
の
で
、

土
地
改
良
法
に
基
づ
く
換
地
処
分
を
行

う
た
め
、
大
洲
市
黒
木
及
び
野
佐
来
の
字

の
区
域
の
一
部
を
変
更
し
た
も
の
で
す
o

v
専
決
処
分
し
た
事
件
の
報
告
並
び
に

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
専
決
処
分
し
た
事
件

の
承
認
を
求
め
た
も
の
で
す
。

V
大
洲
市
立
平
野
公
民
館
改
築
工
事
の

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

大
洲
市
立
平
野
公
民
館
改
築
工
事
の

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
議
会
の

議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
。
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総
事
業
費
約
十
億
円

大
競
技
場
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
な
ど

総
合
体
育
館
建
設
に
つ
い
て
は
、
第

三
次
大
洲
市
総
合
計
画
の
中
に
取
り
上

げ
ら
れ
て
お
り
、
大
洲
市
体
育
協
会
な

ど
十
団
体
が
、
市
民
約
二
万
三
千
人
の

署
名
を
集
め
る
な
ど
強
く
建
設
が
望
ま

れ
で
い
ま
し
た
。

そ
の
要
望
を
受
け
て
、
昨
年
十
月
に

総
合
体
育
館
建
設
委
員
会
設
置
条
例
が

昭和62年11月1日

大洲市総合体育館の完成予想模型

議
決
さ
れ
、
具
体
的
に
計
画
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
今
回
そ
の
実
施
計
画
が

決
ま
り
、
財
源
の
見
通
し
も
つ
い
た
た

め
、
約
三
億
二
千
万
円
を
A
7
議
会
で
予

算
計
上
し
ま
し
た
。

総
合
体
育
館
は
、
旧
大
洲
北
中
学
校

跡
地
(
大
洲
市
若
宮
六
二
五

i
四
)
に
、

昭
和
六
十
二
年
、
六
十
三
年
竺
一
ヵ
年

で
建
設
さ
れ
ま
す
。

総
事
業
費
は
約
十
億
七
千
四
百
万
円
、

八
千
八
百
七
十
四
平
方
れ
の
敷
地
に
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
(
建
築

延
面
積
六
千
平
方
日
)
の
体
育
館
を
建

設
す
る
も
の
で
、
昭
和
六
十
三
年
の
秋

に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

一
階
に
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で

二
面
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ら
三
面
と
れ

る
大
競
技
場
(
千
七
百
三
十
四
平
方
灯

を
中
心
に
小
体
育
室
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
、
幼
児
体
育
室
、
会
議
室
、
ス
テ
ー

ジ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

二
階
に
は
、
柔
剣
道
場
、
ホ
ー
ル
、

観
覧
席
(
七
百
五
十
一
席
)
と
長
さ
百

九
十
日
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

屋
外
に
は
、
ゲ
i
ト
ボ
l
ル
練
習
場

二
面
の
ほ
か
五
十
台
収
容
の
駐
車
場
を

備
え
て
い
ま
す
。

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
み
ん
な

が
利
用
で
き
る
総
合
体
育
館
は
、
今
年

十
一
月
に
も
着
工
さ
れ
ま
す
。

消
え
た
が
怠

f
気
に
h

ゆ
る
あ
の
火
壱
-
つ
一
度

秩
の
全
国

火
災
予
防
運
動

廿
/
お

1
吃
/
2

こ
れ
か
ら
寒
く
な
る
に
つ
れ
て
、
暖

房
器
具
や
た
き
火
な
ど
火
を
取
り
扱
う

機
会
が
多
く
な
り
、
火
炎
の
多
発
す
る

季
節
に
な
り
ま
す
。

わ
ず
か
十
数
分
で
あ
な
た
の
家
や
財

産
を
そ
し
て
、
生
命
ま
で
を
も
奪
う
こ

の
恐
ろ
し
い
火
災
が
い
つ
起
こ
ら
な
い

と
も
限
り
ま
せ
ん
。

火
災
の
大
半
は
、
人
災
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
万
一
に
備
え
て
、
日
ご
ろ
か

ら
家
族
全
員
で
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

(
家
庭
の
防
火
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
)

O
ガ
ス
、
電
気
器
具
は
使
用
後
や
外
出

す
る
と
き
に
は
、
必
ず
火
の
元
点
検

を
す
る
。

O
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
、
倒
れ
な
い
よ
う
に

鎖
な
ど
で
固
定
す
る
。

O
電
気
器
具
は
、
た
ご
足
配
線
を
し
な

O
ス
ト
ー
ブ
は
、
対
震
自
動
消
火
装
置

の
付
い
て
い
る
も
の
に
す
る
。

O
寝
た
ば
こ
は
、
し
な
い
、
さ
せ
な
い

0

0
風
の
強
い
日
は
、
た
き
火
を
し
な
い

0

0
子
供
の
火
遊
び
は
さ
せ
な
い
。
(
マ

ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
の
保
管
に
注
意
)

秋の全国火災予防運動

(11 月 26 日 ~12 月 2 日)

O
一
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
は

置
か
な
い
。

ハペ
υ

〈
も
し
火
災
に
な
っ
た
ら
〉

ま
ず
、
次
の
二
一
つ
の
こ
と
に
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
い
。

山
通
報
す
る
小
さ
な
火
だ
か
ら
と
い

っ
て
一
人
で
消
そ
う
と
せ
ず
、
ま
わ
り

の
人
に
大
声
で
知
ら
せ
た
り
、
消
防
署

に
一
一
九
番
で
通
報
す
る
。

凶
避
難
す
る
火
事
に
気
づ
い
た
ら
、

子
供
や
老
人
な
ど
は
す
ぐ
に
避
難
さ
せ

る
。
火
が
天
井
に
移
れ
ば
消
火
は
困
難

で
す
。
無
理
を
せ
ず
に
す
ぐ
に
避
難
し

ま
し
ょ
う
。

間
消
火
す
る
火
事
が
初
期
の
場
合
は

容
易
に
消
火
で
き
ま
す
。
消
火
器
や
水

バ
ケ
ツ
を
使
っ
て
消
火
し
て
く
だ
さ
い
。

初
期
消
火
が
で
き
る
の
は
、
火
が
天

井
に
移
る
ま
で
で
す
。



広報おおず 昭和62年11月1日

職員の給与を公表

大 洲 市

(1) 人件費の状況(普通会計決算)

区 分
人 口

歳 出額
(62.3.31現在)

A 実質収支 人件費 B 人件費率 i 60年度人件費率

61年度 39，718人 104億3，041万円 4i，意8，820万円 22億5，324万円 21.6% 22.5% 

(注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

(2) 職員給与費の状況(普通会計予算)

職員数 与 費 1人当り
区 分

給与費EA Fイf，人口 不↓ 職員手当 期末・勤勉手当 計 B A 

62年度 410人 11億2，764万円 l億2，519万円 4{意7，148万円 17億2，431万円 421万円

(注) 1.職員手当には退職手当を含みません。
2.給与費は、 9月補正後の予算に計上された額です。

(3) 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況 (62年4月1日現在)

般 行 政 職 技 ム目トEペ 万 手主 職

区 分

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

大洲市 236，144円 269，417円 39.10歳 188，912円 199，907円 42.3歳

国 236，872円 39.6歳 215，689円 47.5歳

(4) 職員の初任給の状況 (62年4月1f::j現在)

(一般行政職〕

(5) 職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

大洲市、固ともに同じ
区 分

初任給 採用 2年後

大学 卒 115，900円 128，100円

高校卒 97，800円 104，100円

(i主)初任給は試験の結果に基ついて採用された場合の類です。

4 -

区 分
経験年数 経験年数 経験年数

6年 14年 22年

一般 大学卒 151，680円 228，300円

行政職 品校卒 121，600円 181，340円 252，533円

技能 品校卒

労務職 中学卒 135，300円 179，266円

(注)経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している

場合は、採用後の年数です。
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(6) 一般行政職の級別職員数の状況 (62年4月1日現在)

1級主事補14人
4.3% 

区 分

標準的1職務
内容

職 員 ま士

構 成 上t

参
1年前の

構成比

1級 2級 3級 4五丑

主事 下級 上級
主査

争議 主事 主事
人 人 人 人

14 62 24 88 

% 拍 % % 

4.3 19.3 7.5 27.3 

% % % 。ん

2.2 19.9 9.8 27.3 

% % 9も

広報おおず

5車及 6級 7級 8車及 9級 言十

係長
専門 課長

課長 部長
員 補佐

人 人 人 人 人 人

50 29 27 23 51 322 

% 同 。ん % % 。ん

15.5 9.0 8.4 7.1 1.6 100 

% 出 % % % % 

15.2 8.2 8.2 7.6 1.6 100 

% 。ゐ % 唱 。ん
考 5年前の

構成比
2.3 24.7 10.5 37.8 15.5 7.9 1.3 100 

(注) 1 大洲市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
2 標準的在職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

(7) 昇給期間短縮状況

年度 区 分 合計

(8) 職員手当の状況
職員数 A 522人

区分 大洲市 国

期末手当 勤勉手当
大

期末 手 当
6月其日 l.4月分 0.5月分 社市H 

勤勉手当
12月其日 l.9月分 0.6月分 国

3月期 0.5月分
と
田1

計 3.8月分 l.1月分
) 

60 普通昇給期間 (12-24

年
月)を短縮して昇給し 15人
た職員数 B 

度 比率 B/ A 2.9% 

職員数 A 523人

61 普通昇給期間(12-24

年
月)を短縮して昇給し 4人
た職員数 B 

支給率 自己都合 勧奨定年 度 比率 B/ A 0.8% 

勤続 20年 2l.0月分 28.875月分 ( 

勤続 25年 33間分 44.55月分書 区 分

勤続 35年 47.5月分 62.7月分 国

退職手当
最高限度額 60.0月分 62.7月分 高
その他の加算措置 定年前早期退職特別措置 ) 

(62年3月31 (2 %-20%加算)
日現在)

職員全体に占める子

当支給職員の割合

特殊勤務
支給対象職員 1人当

たり平均支給年額

手 当 手当の種類(手当数)

退職時 勧奨退職

特別昇給 2号給
退職時

1号俸

I人当たり自己都合勧奨
特別昇給

平均支給額 433万円 2，198万円

(61年度) 支給額の多い

代表的 手当

な手当
多くの職員にの名称

(注)退職子当の一人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職

種に係る職員の平均額です。

支給されてい

る手当

区 分 内 η全墨マ?ー 国の制度との異同

扶養手当
配偶者15，000円、扶養親族 2人目まで4，500円、その他1，000円、配偶者のな

同い職員の扶養親族 1人目10，000円

住居 手 当
借家居住者一家賃と9，000円の差額が7，500円に達するまではその差額を支給。

同(支給限度額15，000円) 持家居住者 1，000円(取得後 5年以内2，500PJ)

通勤子当
父通機関利用 運賃相当額

通勤距離片道 2km以上 交通用具利用 運賃相当額の65% 里

内

一般行政戦 技能労務職

315人 71人

10人 。
3.2% 。
316人 66人

3人 1人

0.9% 1.5% 

全職種

44.0% 

322，647円

25 

研究手当(医療)、精薄児施設

勤務手当、老人ホ ム勤務手

当、税務職手当、社会福祉手当

出納員手当、現場監督手当、

税務職手当、精薄児施設勤務

手当、老人ホ ム勤務手当

国の制度と異なる内容

交通用具利用については国の定
額方式に対し定率方式を採用

(9) 特別職の報酬などの状況 (62年4月1日現在) 時間外勤務手当

区 分 給料、報酬などの月額 期末手当 年度 支給総額 職員 1人当たり支給年額

市 長 768，000円
(61年度支給割合)

助 役 587，000円
6月 1.4月分

収入役 509，000円
12月 1.9月分

5義 長 350，000円 3月 0.5月分
副議長 284，000円

計 3.8月分
Z義 員 259，000円

60年度 3，795万円 7万 3千円

61年度 4，206万円 8万円

一 5
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税を知る週間

11月11日

11月刊日

ー存先ですかおのゆくえ③)
国は、 地方 公共 団体の公営住宅建設に対する補

助や、住宅金融公庫 の低利融資を維持するための

補給金などを支出しています。

また、道路、港湾、空港などを整備し、充実さ

せるた め に も た く さんの費用を支出しています。

このように、住居、道路、上下水道など社会資

本整備のための費用を「公共事業関係費」といい

ます。

おおず広報

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た
ち
国

民
が
安
定
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う

に
、
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

税
金
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
活

動
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
か
ら
、

私
た
ち
が
生
活
の
向
上
と
安
定
を
願

う
限
り
、
ど
う
し
て
も
負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
社
会
共
通
の
会
費
で
あ
る

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
十
一
月
十
一
白
か
ら
ト
七
日

ま
で
は

H

税
を
知
る
週
間
H

で
す
。

大
洲
税
務
署
で
も
税
の
意
義
や
役
割

を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

各
種
の
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
税
に
関
す
る
小
冊
子
「
知
っ

て
お
き
た
い
税
情
報
し
ゃ
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
「
国
税
の
し
わ
り
し
な
ど
を
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

住宅・社会資本の整慣はここまで進んでいます
(20年前と現在との比較)

納
期
は
十
一
月
三
十
日
ま
で

所
得
税
第
二
期
分

所
得
税
の
予
定
納
税
第
二
期
分
の
納

税
を
お
忘
れ
な
く
。
納
期
は
十
一
月
一

日
か
ら
三
十
日
ま
で
で
す
。

納
税
す
る
額
は
、
「
予
定
納
税
額
の

通
知
書
」
に
記
載
さ
れ
た
金
額
で
す
。

詳
し
く
は
、
大
洲
税
務
署
へ

宮
(
旬

3
1
1
5

高速自動車国道延長下水道普及率住
宅
や
道
路
な
ど
の
整
備
の
だ
め
に

新
し

A い
長':D;' 良時 h

に 業
玉委
査員
京決

郎ま
氏る

101¥  IA戸--...

mtZAJ8瓦
、、、，、、，、、，

任
期
満
了
に
よ
る
農
業
委
員
選
挙
が

九
月
十
日
に
行
わ
れ
、
各
選
挙
区
と
も

〉
候
補
者
が
定
数
を
こ
え
な
い
た
め
、
十

…
九
名
の
方
が
無
投
票
で
当
選
と
な
り
ま

却
し
た
。こ

の
結
果
、
公
選
に
よ
る
委
員
十
九

人
と
議
会
な
ど
の
推
薦
に
よ
る
選
任
委

員
三
人
の
計
二
十
二
人
が
、
新
し
い
委

員
に
決
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
委
員
会
会
長
に
玉
木
宗
三
郎

氏
、
副
会
長
に
菊
池
宗
利
氏
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

任
期
は
、
昭
和
六
十
五
年
九
月
二
十

一
日
ま
で
の
三
年
間
で
す
。
新
し
い
委

員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

農
業
委
員
会
委
員

(
届
出
順
、
敬
称
略
)

58年8.6畳

、3・
第
一
選
挙
区

森
居
重
幸
(
徳
森
)

山
本
重
春
(
高
山
)

藤
田
貞
雄
(
五
郎
)

二

宮

崇

(

田

口

)

玉
木
宗
三
郎
(
若
宮
)

第
二
選
挙
区

崎
野
清
敬
(
梅
川
)

菊
池
宗
利
(
平
野
町
平
地
)

幸
野
盈
芳
(
松
尾
)

第
三
選
挙
区

片
岡
勝
弘
(
菅
田
町
宇
漕
)

山
下
勝
利
(
成
能
)

大
下
孝
孜
(
蔵
川
)

柿
原
国
臣
(
菅
田
町
菅
田
)

第
四
選
挙
区

村
本
喜
計
(
新
谷
)

宮
本
喜
一
郎
(
柳
沢
)

仲
川
徳
水
(
恋
木
)

谷
野
武
志
(
藤
縄
)

第
五
選
挙
区

冨
永
千
敏
(
八
多
喜
町
)

鎌
田
重
政
(
東
宇
山
)

村
越
忠
雄
(
上
須
戒
)

選
任
委
員

久
保
幸
一
(
議
会
・
八
多
喜
町
)

山
崎
善
虞
(
農
協
・
柳
沢
)

梶
谷
甚
五
口
(
共
済
・
平
野
町
平

地
)

- 6 -

、、，



おおず広報

戦
傷
病
者
な
ど
の
妻
の
み
な
さ
ん
ヘ

昭和62年11月1日

戦
傷
病
者
な
ど
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金
支
給
法
が
改
正
さ
れ
、
戦
傷
病

者
な
ど
の
妻
に
改
め
て
特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
o

v
戦
没
者
な
ど
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金山

昭
和
六
十
二
年
度
継
続
分

昭
和
五
十
二
年
十
月
一
日
に
特
別

給
付
金
国
庫
債
券
「
り
」
口
巧
の
受
給

権
を
取
得
し
た
戦
没
者
な
ど
の
妻
で
、

昭
和
六
十
二
年
十
月
一
日
に
遺
族
年

金
ま
た
は
遺
族
給
与
金
の
受
給
権
が

あ
る
も
の

間
昭
和
六
十
二
年
度
再
継
続
分

昭
和
五
十
二
年
七
月
十
四
日
に
第

四
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券
「
に
L

号
の
受
給
権
を
取
得
し
た
戦
没
者
な

ど
の
妻
で
、
昭
和
六
十
二
年
七
月
十

四
日
に
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
な
ど

の
受
給
権
が
あ
る
も
の

ω昭
和
六
十
二
年
度
戦
傷
分

昭
和
五
十
二
年
七
月
十
四
日
に
第

六
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券
「
ろ
」

号
の
受
給
権
を
取
得
し
た
戦
傷
病
者

な
ど
の
妻
で
、
昭
和
五
十
八
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
そ
の
戦
傷
病
者
な

ど
が
、
公
務
ま
た
は
勤
務
に
関
連
し

て
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
、
戦
没
者

な
ど
の
妻
と
し
て
昭
和
六
十
二
年
七

月
十
四
日
に
遺
族
年
金
ま
た
は
遺
族

給
与
金
の
受
給
権
が
あ
る
も
の

V
戦
没
者
の
父
母
な
ど
に
対
す
る
特
別

給
付
金

山
昭
和
六
十
二
年
度
継
続
分

入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
友
愛
訪
問
、
愛

の
一
声
、
日
常
の
お
手
伝
い
、
給

食
サ
ー
ビ
ス

O
障
害
を
持
つ
人
に
は
:
:
:
共
に
生

き
る
心
で
、
手
話
、
朗
読
奉
仕
、

お
手
伝
い
な
ど

。
施
設
で
は
・
・
・
:
・
物
よ
り
心
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
:
・
話
し
相
手
、
理
容
奉

仕
、
技
術
指
導
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
、
行
事
の
手
伝
い

-

R

H

ボ
ラ
ン
ト
ピ
ア
山
の
宣
言
塔

幸
福
な
町
守
つ
く
り
を
目
指
し
て
、
大

洲
の
町
に
も
近
く
建
て
ら
れ
ま
す
。

-Rあ
な
た
も
私
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

ボ
ラ
ン
ト
ピ
ア
事
業
に
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
必
要
で
す
。
多
数
の
方
々
の

ご
参
加
を
わ
待
ち
し
て
い
ま
す
。

登
録
は
、
電
話
で
連
絡
を

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
宮
⑫
3

5
0
9
ま
た
は
宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2

3

8

2

3
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昭
和
五
十
七
年
十
月
一
日
に
第
三

回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券
「
を
」
号

の
受
給
権
を
取
得
し
た
戦
没
者
の
父

母
な
ど
で
、
昭
和
六
十
二
年
十
月
一

日
に
遺
族
給
与
金
の
受
給
権
が
あ
り
、

か
つ
同
日
ま
で
に
氏
を
同
じ
く
す
る

自
然
血
族
た
る
子
ま
た
は
孫
の
な
い

も
の

ほ
か
に
、
戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す
る

特
別
給
付
金
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
給
付
金
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

市
福
祉
事
務
所
援
護
係
ま
で

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
2
7
5

無
利
子
で
す

お
気
軽
に
ご
利
用
を

.

.

 生
活
安
定
資
金
。
.

市
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な

い
世
帯
で
、
日
常
生
活
、
病
気
、
災

害
な
ど
で
一
時
的
に
資
金
の
必
要
な

場
合
、
生
活
安
定
資
金
を
お
貸
し
し

て
い
ま
す
。

資
金
の
種
類
貸
付
限
度
額

生

活

資

金

十

万

円

療

養

資

金

十

五

万

円

災

害

資

金

三

十

万

円

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
民
生
児
童

委
員
か
大
例
市
福
祉
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
2
7
21

1ノ

日
本
赤
十
字
社
か
ら
お
礼

本
年
度
の
日
本
赤
十
字
社
資
募
集

に
つ
き
ま
し
で
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

っ
て
、
三
百
二
十
八
万
九
千
円
が
集

ま
り
ま
し
た
。

社
資
は
、
愛
媛
県
支
部
に
納
入
さ

れ
て
災
害
救
護
活
動
、
医
療
技
術
の

充
実
、
血
液
事
業
の
推
進
な
ど
社
会

福
祉
活
動
の
た
め
活
用
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
わ
願
い
し
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
大
洲
市
地
区
長

:ili 
田

Eヨ

秒く

7 
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愛
媛
労
働
基
準
局
で
は
、
県
内
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
愛

媛
県
最
低
賃
金
を
決
定
し
、
昭
和
六
十

二
年
十
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

ご
の
決
定
に
よ
っ
て
、
十
月
一
日
以

降
従
業
員
に
支
払
う
賃
金
は
、
一
日
一
二

千
三
百
八
十
二
円
以
上
と
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
{
賃
金
の
大
部
分
が
時

間
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
者
に
つ

い
て
は
一
時
間
四
百
二
十
三
円
)

ま
た
、
産
業
別
最
低
賃
金
は
、
次
の

表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

。
二
以
上
の
最
低
賃
金
の
適
用
を
受
け

る
場
合
は
、
最
も
金
額
の
高
い
最
低

賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

。
精
皆
勤
・
通
勤
・
家
族
手
当
・
超
過

労
働
給
、
臨
時
の
賃
金
(
賞
与
・
期

末
手
当
な
ど
)
、
一
ヵ
月
を
超
え
る

期
間
ご
と
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
は
、

最
低
賃
金
に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

。
最
低
賃
金
は
、
臨
時
・
パ

1
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
、
産
業
別
最
低
賃

金
は
、
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

山
十
八
歳
未
満
ま
た
は
六
十
五
歳
以
上

の
者

間
雇
い
入
れ
後
六
月
未
満
の
者
で
あ
っ

て
、
技
能
習
得
中
の
も
の

間
清
掃
ま
た
は
片
付
け
の
業
務
に
主
と

し
て
従
事
す
る
も
の

最
低
賃
金
な
ど
に
つ
い
て
の
ご
相
談

イ牛 名 1 日 1時間

愛媛県最低賃金 3，382円 423円

製食料品・飲料 3，810円 477円
造 業

木材・木製品
3，933円 492円

産
製 造 業

業 パルプ製造業
3，988円 499円

別
洋 紙

最
窯業・土石製品

4，048円 506円
製造業

低

鉄 車鋼整備業賃 自動 業
3，986円 499円

金
長日 7三壬'c 業 3，960円 495円

ヲ三去I三" 業 3，621円 453円
飲 食 庖

おおず広報

は
、
愛
媛
労
働
基
準
局
宮
0
8
9
9
⑮

2
1
0
1
、
ま
た
は
八
幡
浜
労
働
基
準

監
督
署
宮

0
8
9
4
⑫
1
7
5
0
へ。

「パ
i
ト
だ
か
ら
:
:
:
」

と
言
わ
な
い
で

十
一
月
一
日

1
十
日
は
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
旬
間
で
す
。

こ
の
期
間
中
、
愛
媛
婦
人
少
年
室
で

は
、
次
の
よ
う
に

H

パ
l
ト
問
題
特
別

相
談
コ
ー
ナ
ー
H

を
開
設
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

パ
!
ト
問
題
特
別
相
談
コ
ー
ナ
ー

O
と
き
十
一
月
四
日
(
水
)
、
五

日
(
木
)

午
前
十
時
1
午
後
六
時

O
と
こ
ろ
ス
ー
パ
ー
「
フ
ジ
松
山
庖
」

(
松
山
市
宮
西
一
丁
目
)

O
相
談
内
容
パ

l
ト
に
関
す
る
賃
金
、

労
働
時
間
、
求
人
、
雇
用
保
険
、
悩
み

ご
と
、
そ
の
他

詳
し
く
は
愛
媛
婦
人
少
年
室
へ
わ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〒

7
9
0

松
山
市
辻
町
二
|
一
二
六

宮

0
8
9
9
⑫
6
7
7
1

ごぞんじですか

。耕作用被均似
~ " .. て

-制度の仕組み

を解説したパン

フレット及び請

求用紙を無料で、

お送りします。

国
民
年
金
の
保
険
料
は

毎
月
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

自
営
業
や
農
業
な
ど
に
従
事
さ
れ
て

い
る
み
な
さ
ん
は
、
自
分
で
国
民
年
金

の
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
う
っ
か
り
し
て
保
険
料
を
納
め
忘
れ

て
い
る
と
、
将
来
の
あ
な
た
の
年
金
権

に
結
び
つ
か
な
い
ば
か
り
か
、
突
然
の

事
故
に
あ
っ
て
も
、
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
原
則
と
し
で
二
十
歳
か

ら
六
十
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
加
入

し
、
公
平
に
そ
の
費
用
を
負
担
す
る
こ ーこの制度は、

医薬品副作用被

害救済基金法に

基づく公的制度

です。

企画課相談係

26階

8 

〒170東京都豊島区東池袋3-1-1サンシャイン60

fi03-988-21 01 (代表)

医薬品副作用被害救済基金

と
に
な
っ
て
わ
り
、
一
部
の
人
が
保
険

料
を
納
め
な
い
と
加
入
者
一
人
ひ
と
り

の
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な
っ
ま
す
。

「
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
自
分

の
年
金
が
減
る
だ
け
さ
」
と
い
う
考
え

は
改
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
働
き
ざ
か
り
の
人
も
、
い
つ
か

は
年
金
を
受
け
る
年
齢
に
な
り
ま
す
。

毎
月
き
ち
ん
と
保
険
料
を
納
め
て
い

れ
ば
、
あ
わ
て
る
こ
と
も
な
く
年
金
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月
納
め

て
、
国
民
年
金
制
度
を
み
ん
な
で
支
え

ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
こ
と
は
、
市
民
課
国
民

年
金
係
へ
宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
5
7
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国
保
と
交
通
事
故

現
代
は
、
車
社
会
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
い
つ
、
ど
ご
で
事
故
に
遭
う
か
分

か
り
ま
せ
ん
。

も
し
も
不
幸
に
し
て
、
交
通
事
故
な

ど
で
第
三
者
か
ら
傷
害
を
受
け
た
場
合
、

医
療
費
は
本
来
、
加
害
者
が
負
担
す
べ

き
で
す
が
、
加
害
者
と
の
話
し
合
い
が

つ
か
な
か
っ
た
り
、
金
銭
的
な
ト
ラ
ブ

ル
と
な
っ
た
り
す
る
ケ
i
ス
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
時
は
、
国
保
で
診
療
が
受
け

昭和62年11月1日

ら
れ
ま
す
。
本
来
な
ら
加
害
者
が
、
医

標
費
の
全
額
を
負
担
す
る
も
の
を
、
国

保
が
加
害
者
に
か
わ
っ
て
立
て
替
え
る

の
で
す
。

そ
し
で
、
あ
と
で
加
害
者
か
ら
国
保

に
返
却
し
て
も
ら
い
ま
す
。

国
保
で
診
療
を
受
け
る
場
合
、
次
の

よ
う
な
書
類
が
必
要
で
す
。

山
第
三
者
の
行
為
に
よ
る
傷
病
届
書

問
事
故
証
明
書

問
事
故
状
況
報
告
書

凶
医
療
費
の
支
払
い
に
関
す
る
届
書

閉
そ
の
他
関
係
書
類

以
上
の
書
類
を
事
故
後
、
速
や
か
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
わ
、
第
三
者
行
為
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
保
険
衛
生
課

国
保
係
ま
で
。

告

(
ω
2
1
1
1
内
線
2
6
1

定
期
的
に
健
康
診
断
を

健
康
診
断
と
い
う
と
、
つ
い
お
っ
く

う
が
っ
て
受
け
な
い
で
す
ま
せ
る
人
、

病
気
が
見
つ
か
る
と
恐
い
か
ら
と
い
っ

て
受
け
な
い
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と

に
よ
っ
で
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
だ
け
で
な
く
、
次
の
よ
う
な
効
果

も
あ
り
ま
す
か
ら
、
必
ず
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

山
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と

に
よ
り
、
自
分
の
健
康
状
態
が
把
握
で

き
、
健
康
へ
の
関
心
や
認
識
が
深
ま
り

ま
す
。

問
自
分
の
生
活
習
慣
を
反
省
す
る
き
っ

か
け
と
な
り
、
医
者
か
ら
の
生
活
指
導
叩

を

受

け

ら

れ

ま

す

。

抽

出
川
家
族
の
健
康
へ
の
関
心
も
深
ま
り
、
間

健
康
感
あ
ふ
れ
る
家
庭
づ
く
り
が
実
感
向

と

し

て

理

解

で

き

ま

す

。

向

川
町
豊
か
な
老
後
の
た
め
に
、
成
人
病
克
時

服
が
重
要
で
す
が
、
成
人
病
対
策
と
し
却

で

も

有

効

で

す

。

問

中

江

藤

樹

は

、

A
7
か
ら
三
百
八
十
年

健
康
診
断
は
、
治
療
が
目
的
で
は
あ
部
ほ
ど
前
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
当
時
の
社

り
ま
せ
ん
か
ら
、
国
保
は
使
え
ず
、
全
自
会
情
勢
は
、
徳
川
幕
府
が
独
裁
体
制
を

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
明
確
立
し
、
宗
教
や
教
育
に
も
支
配
権
を

健
康
診
断
は
、
何
年
か
に
一
度
と
い
明
及
ぼ
し
て
い
た
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

う
の
で
は
、
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
三
問
中
で
も
身
分
統
制
は
厳
し
く
、
一
部

十
歳
を
過
ぎ
れ
ば
、
年
に
一
回
は
受
け
的
の
人
々
は
人
間
と
し
で
認
め
ら
れ
な
い

た

い

も

の

で

す

。

向

よ

う

な

生

活

を

強

制

さ

れ

ま

し

た

。

そ

大
洲
市
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
中
吋
れ
と
い
う
の
も
、

心
に
し
て
、
成
人
病
検
診
、
胃
が
ん
検
問
「
郷
村
百
姓
を
ば
、
死
な
ぬ
様
に
生
き

診
、
婦
人
が
ん
検
診
な
ど
各
種
の
検
診
時
ぬ
様
に
と
合
点
致
し
収
納
申
し
付
く
る

を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
っ
く
う
が
ら
ず
却
様
に
L

に
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
間
と
い
う
徳
川
家
康
の
言
葉
が
示
す
よ
う

な
お
、
検
診
に
よ
っ
て
は
、
負
担
金
問
に
、
全
国
民
の
八
五
%
を
占
め
る
農
民

が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
一
か
ら
過
酷
な
税
金
を
取
り
立
て
る
た
め
、

各
種
検
診
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
保
明
武
士
に
対
す
る
不
満
を
そ
ら
す
た
め
の

健
セ
ン
タ
ー
か
各
連
絡
所
の
保
健
婦
に
的
政
策
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
内
ご
の
た
め
宗
教
者
(
特
に
仏
教
、
神

V
保
健
セ
ン
タ
ー
宮
⑫
3
7
7
5

吋
道
)
学
者
(
特
に
国
学
・
朱
子
学
者
)

引

ひ

d

一

間
は
幕
府
に
お
も
ね
り
、
そ
の
庇
護
を
得

時
る
た
め
に
、
幕
府
の
差
別
政
策
に
加
担

却
を
し
、
こ
じ
つ
け
の
理
論
を
も
っ
て
、

四
被
差
別
部
落
民
を
い
や
し
み
ま
し
た
。

田
宗
祖
の
崇
高
な
る
教
え
を
忘
れ
、
学

問
問
本
来
の
精
神
を
失
ぃ
、
権
力
に
へ
つ

開
ら
っ
た
悲
し
い
姿
で
す
。

間
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
、
中
江
藤
樹
は

間
ど
の
よ
う
な
教
育
を
行
っ
て
い
る
で
し

No.l08 

中
江
藤
樹
の
人
権
教
育

(
そ
の
一
)

人
権
と
同
和
教
育

ょ
う
か
。

藤
樹
は
三
十
歳
に
し
で
妻
を
め
と
り

ま
し
た
。
久
子
と
い
う
そ
の
妻
は
、
容

貌
が
醜
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
を
理
由
に
し
て
、
藤
樹
の
母
は
、
嫁

を
家
か
ら
出
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。
そ

れ
も
一
度
や
二
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
あ
ま
た
た
び
し
と
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
あ
か
ぎ
れ
の
妙
薬
の
逸
話
に
出
で

来
る
母
と
は
お
よ
そ
似
合
わ
な
い
、
ま

さ
に
「
嫁
い
び
り
し
も
は
な
は
だ
し
い

姑
(
し
ゅ
う
と
め
)
の
姿
で
す
。

ご
れ
に
対
し
て
藤
樹
は
、

「
容
色
醜
し
と
い
え
ど
も
、
そ
の
性
質

総
明
に
し
て
心
を
用
ゆ
る
こ
と
貞
し
」

と
い
っ
て
母
を
説
き
、
妻
を
出
す
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

女
性
の
権
利
が
認
め
ら
れ
ず
、
ま
し

て
や
学
問
と
縁
の
遠
か
っ
た
時
代
に
、

藤
樹
は
「
女
中
方
の
勧
戒
に
!
|
|
」
と

『
鑑
草
』
と
勺
フ
本
を
書
い
て
教
え
て

い
ま
す
。
藤
樹
は
婦
人
教
育
の
実
践
者

で
あ
り
ま
し
た
。

大
洲
の
生
れ
で
博
市
と
い
う
弟
子
が

い
ま
し
た
。
不
幸
に
も
目
が
見
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
真
剣
に
学
び
、
藤

樹
も
熱
心
に
教
え
、
つ
い
に
博
市
は
大

洲
に
帰
り
、
「
博
市
堂
」
と
い
う
私
塾

を
建
で
、
子
弟
を
教
え
る
人
と
な
り
ま

し
た
。

Q
d
 

(
つ
づ
く
)
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奥

さ

ん

・官

U

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
推
進
し
、
地

域
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
九
月
十
八
日
、

大
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
(
河
野
茂

No.77 

ウ
飼
い
は
素
晴
ら
し
い
で
す

漬
田
文
江

さ
ん
(
徳
森

-
M歳
)

問

V
生
ま
れ
は
、
香
川
県
の
大
川
郡
引

田
町
で
す
。

V
大
洲
に
は
、
昭
和
六
十
一
年
十
月

噛
牌

おおず広報

に
初
め
て
き
ま
し
た
が
、
毎
日
午
前
中

は
霧
が
出
て
い
て
、
洗
濯
で
き
る
の
か

ど
う
か
迷
い
ま
し
た
。

V
主
人
(
有
一
さ
ん
)
と
は
、
高
松
で

同
じ
わ
庖
に
勤
め
て
い
て
知
り
合
い
ま

し
た
。

V
肱
川
の
ウ
飼
い
は
、
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
す
。
風
流
と
い
う
か
大
名
気
分

と
い
う
か
、
今
年
は
、
三
回
乗
船
し
ま

し
た
。

V
大
洲
に
来
る
前
は
、
新
潟
に
い
ま
し

N
r
r

摺

乗
会
長
)
の
主
催
で
、
大
洲
市
老
人
ク

ラ
ブ
大
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

老
人
福
祉
功
労
者
や
ね
た
き
り
老
人

優
良
介
護
者
の
表
彰
な
ど
が
あ
っ
た
あ

と
、
近
田
市
長
が
、
「
忍
L

と
題
す
る

記
念
講
演
を
行
い
「
今
日
の
変
革
の
時

代
に
、
私
た
ち
は
、
私
た
ち
の
経
験
を

次
の
世
代
に
し
っ
か
り
伝
え
な
く
て
は

な
ら
な
い
」
と
訴
え
、
当
日
の
参
加
者

約
千
人
の
共
感
を
誘
つ
で
い
ま
し
た
。

当
日
に
は
、
米
寿
者
(
八
十
八
歳
)

七
十
七
人
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
人
は
、
次
の
と
お
り

で

す

。

(

敬

称

略

)

V
大
洲
市
長
表
彰

た
。
来
た
時
に
大
洲
弁
が
少
し
分
か

り
に
く
か
っ
た
の
で
す
が
、
東
北
弁

ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

V
最
近
、
運
転
免
許
が
取
れ
て
、
ホ

y
と
し
て
い
ま
す
。
大
洲
の
道
路
は

運
転
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
土
地

が
広
い
か
ら
、
こ
れ
か
ら
発
展
し
そ

う
で
す
ね
。

V
子
供
た
ち
(
千
日
間
ち
ゃ
ん
H
H
小
二

航
平
く
ん
H
五
歳
、
統
五
口
く
ん
N
H
一二

歳
)
は
、
精
神
的
に
し
っ
か
り
し
た

人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

V
主
人
は
、
庖
も
年
中
無
休
で
よ
く

働
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
体
に
だ

け
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
で
す
。

山
老
人
福
祉
功
労
者

池
田
修
三
郎
(
菅
田
)
水
本
鹿

衛
(
八
多
喜
)
森
元
頼
枝
(
松

尾
)
武
田
清
繁
(
常
磐
町
)

政
所
サ
ワ
エ
(
上
須
戒
)
後
藤

吉
久
(
東
宇
山
)

山
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

若
宮
長
寿
会
(
大
木
正
照
代
表
)

菅
田
宇
津
喜
楽
会
(
河
野
茂
乗
代

表
)

間
ね
た
き
り
老
人
優
良
介
護
者

大
門
フ
ク
子
(
蔵
川
)
菊
地
茂

生
(
北
口
(
)
二
宮
千
代
子
(
若

宮
)
大
川
秋
子
(
柳
沢
)
菊

地
貞
美
(
森
山
)
河
野
八
重
子

(
五
郎
)
清
水
都
子
(
八
多
喜
)

坂
井
貞
子
(
中
村
)
栗
田
シ
ズ

ヱ
(
柳
沢
)

V
愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

山
老
人
福
祉
功
労
者

山
中
吉
久
(
新
谷
)

間
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

恋
木
生
寿
会
(
久
保
茂
忠
代
表
)

V
大
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

山
老
人
福
祉
功
労
者

松
本
カ
ナ
エ
(
阿
蔵
)
永
野
輝

子
(
中
村
)
坂
本
鉄
長
(
長
谷
)

岩
田
岩
重
(
西
大
洲
)
西
山
町

尾
(
上
須
戒
)
中
野
マ
チ
オ

(
市
木
)
篠
浦
謙
太
郎
(
五
郎
)

山
本
富
喜
司
(
春
賀
)
上
垣
市

郎
(
菅
田
)

間
感
謝
状

畑
川
マ
チ
子
(
森
山
)
井
上
嘉

子
(
中
村
)
力
丸
敬
祐
(
徳
森
)

新
刊
図
書
案
内

ゼ
ン
リ
ン
の
住
宅
地
図
大
洲
市

子
供
の
本
が
い
ち
ば
ん
/

赤
木
か
ん
子
著

武

田

信

玄

新

田

次

郎

著

私
は
黒
人
奴
隷
だ
っ
た
本
田
創
造
著

カ
ド
カ
ワ
ト
ラ
ベ
ル
ブ

y
ク
(
パ
リ

ハ
ワ
イ
・
ロ
ー
マ
・
グ
ア
ム
他
)

現
代
民
話
考

I
E期
松
谷
み
よ
子
編

こ
ん
な
生
活
を
す
れ
ば
ガ
ン
に
な
る

長
与
健
夫
著

棲

高

橋

重

春

・

串

田

孫

一

著

包

丁

さ

ば

き

百

科

那

須

浩

著

米

の

本

佐

野

俊

太

郎

著

家
庭
果
樹
の
努
定
高
橋
栄
治
著

国
宝
へ
の
旅
7

N

H

K
取
材
班
編

英
語
な
ぞ
な
ぞ
集
中
村
保
男
著

西
域
・
黄
河
名
詩
紀
行
1

井
上
靖
・
他
編

東

京

物

語

氷

室

冴

子

著

嫉

妬

の

時

代

岸

田

秀

著

海

狼

伝

白

石

一

郎

著

愛
と
幻
想
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
上
・
下

村

上

龍

著

ナ

イ

ン

井

上

ひ

さ

し

著

暗

夜

遍

歴

辻

井

喬

著

街
道
を
ゆ
く
お
司
馬
遼
太
郎
著

島

へ

ゆ

く

灰

谷

健

次

郎

著

狩
を
す
る
エ
イ
ラ
上
・
中
・
下

J
-
M
・
ア
ウ
ル
著

図

書

館

10 
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砂
十
五
羽
の
ウ
ご
苦
労
さ
ん

九
月
二
十
六
日
、
緑
地
公
園
下
河
原
で
ウ
の
感
謝
祭
が
行
わ

れ
、
ウ
飼
い
の
関
係
者
約
三
十
人
は
、
主
役
と
し
て
シ
ー
ズ
ン

中
活
躍
し
た
十
五
羽
の
ウ
に
好
物
の
小
ア
ジ
を
投
げ
与
え
、
今

年
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
一
万
九
千
六
百
四
人
(
遊
覧
船
千
六
百
八
十
隻
)

の
観
光
客
が
、
ウ
餌
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

昭和62年11月1日

内メヲ
ズ町、f子

趨

A ユニークなかかしが 12体

肱東中 かかしコンクール
9月21日、肱束中学校(沖田孝校長、生徒

196人)で、かかしコンクールが聞かれ、生

徒手づくりのかかし12体が実習田に立てられ

ました。

約 10年前から続いているかかしコンクール、

今年 もゾンピや招き猫などユニークなかかし

が製作され、鳥ににらみを利かしでいます。

IT観光イモ園オーフ。ン%-労
上須戒の松久保団地で 9月29

日 、 観 光 イ モ 園 オ ー プ ン を 前 に 、 初 掘 り が 行 わ

れました。

観光イモ園は、松久保野菜組合(村越忠雄代

表〉が 6年前から開園しており、 40アールの畑

にサツマイモを植え、 1 区画(約 5 平方 t~) を
1，000円で開放しています。昨年は約2，500人 の 観

光客が訪れていますが、今年は 1，200円で飯ご

う炊はん (3~ 4人 分 ) も 行 わ れ 、 人 気 を 呼 び

そうです。

.....これからも長生きを…敬老訪問
敬老の日を前にした 9月14目、近田市長は市内の

老人ホームを訪問して 、 入 居 者 一 人 ひ と り に わ菓子

を手渡しながら「これからも長生きをしでください」

と励ましのことばを投げかけました。

この日訪れたのは「とみす寮」、「清和園」、「希望

ヶ 丘荘」の 3施設、 160人で、このあと市内最高 齢 の

有友ムメカさん (100歳)と 2番目の植木ユキエさん

(99歳)を訪ね、記念品を贈りました。

ご
存
知
で
す
か

H

犯
罪
被
害
給
付
制
度
U

犯
罪
被
害
給
付
制
度
は
、
通
り
魔

な
ど
の
犯
罪
に
よ
っ
て
、
死
亡
さ
れ

た
人
の
遺
族
や
重
い
身
体
障
害
に
な

っ
た
人
に
、
国
が
「
犯
罪
被
害
者
等

給
付
金
」
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

※
「
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
」
の

支
給
を
受
け
ら
れ
る
人
は
犯
罪

に
よ
っ
て
死
亡
し
た
被
害
者
の
第

一
順
位
の
遺
族
か
、
重
度
の
障
害

を
受
け
た
被
害
者
本
人
で
す
。

給
付
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
被

害
を
受
け
た
日
か
ら
二
年
以
内
に
そ

の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会

へ
申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
申
請
は
、
警
察
本
部
ま
た
は

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
大
洲

警
察
署
へ

o
E
@
2
1
7
5

9月末までの

大洲市内の交通事故

現9 月 末在 昨年同期

イ牛 数 173 194 

負傷者 222 259 

死者者 l 2 

11 ー



昭和62年11月1日

乳

幼

児

健
康
診
断

実

施

日

該

当

者

日
月
4
日
(
水
)
昭
和
白
年
6
月
生
※

日
月
日
日
(
火
)
昭
和
白
年
3
月
生

日
月
ロ
日
(
木
)
昭
和
臼
年
4
月
生
※

日
月
口
日
(
火
)
昭
和
白
年
ロ
月
生
※

日
月
但
日
(
火
)
昭
和
田
年
叩
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時

1
日
時
却
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持

参

品

母

子

健

康

子

帳

11111111 
月月月月実
10 7 6 5 
日 日 日 日 施

火土金木日

おおず広報

EEl 
同

が

ん

検
圭へ
ーーh
0;0' 

場

所

上
須
戒
連
絡
所

八
多
喜
連
絡
所

三
善
連
絡
所

柳
沢
連
絡
所

相談ごと案内

日
月
1
日

(
日
)

日
月
3
日

(
火
)

日
月
8
日

(
日
)

日
月
日
日

(
日
)

池
田
泌
尿
器
科
(
東
大
洲
)

宮
⑫
3
1
0
0

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮
⑪
4
5
5
1

清
家
産
婦
人
科
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
6
8
6
8

市
立
大
洲
病
院
(
鉄
砲
町
)

宮
⑪
2
1
5
1

泉
内
科
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
6
4
0
7

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

松
元
産
婦
人
科
(
中
村
)

宮
⑪
3
0
6
7

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

11 
(月
日 22
~日

石
川
内
科
(
若
宮
)

宮

@
3
3
0
6

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

菊
原
外
科
(
若
宮
)

宮

(
ω
4
6
4
6

市
立
大
洲
病
院

宮

(
ω
2
1
5
1

石
村
医
院
(
若
宮
)

宮
⑫
5
7
6
7

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

口

梅
原

義
明

日
月
幻
日

(
月
)

11 
(月
日 29
)日

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所

実

施

日

内

容

日
月
四
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

日
月
白
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

官
⑪
3
1
6
5

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

金
一
封
(
見
舞
返
し
の
一
部
)

田

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
久
米
地
区
社
協
・

長
寿
会
・
久
米
福
寿
会
へ
)

阿

蔵

古

久

保

清

治

金
一
封
(
新
谷
地
区
社
協
へ
)

新

谷

猿

田

次

男

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協

-
K須

戒
老
人
ク
ラ
ブ
会
へ
)

上

須

戒

白

石

泰

昭

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
・
八
多

喜
寿
会
へ
)
八
多
喜
町
城
ノ
戸
荘
一

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

八

多

喜

町

西

岡

政

利

金
一
封
(
大
洲
育
成
園
へ
)

若

宮

若

山

亀

男

金
一
封
(
八
多
喜
公
民
館
・
八
多
喜

地
区
社
協
・
市
社
協
へ
)

八

多

喜

町

宮

田

諦

光

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

いずれも無料です。

利開ください。用

砂交通事故相談

と き 11月 9日 10時~15日寺

11日寺20日 ク

ところ 市役所別館 3階会議室

砂人権相談

と き 11月20日 13日寺~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂法律相談

と き 11月 5日 13日寺 ~16日手

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配こと相談

と き 11月 2日、 10日、 25日

13日寺~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福 祉 事 務 所

砂行政相談

と き 11月25日 9時一12日寺

ところ 市 役 所 1階会議室

急、ぐ時は宮⑫3794 (玉木)まで

砂社会保険相談

と き 11月24日 10日寺~16時

ところ 大洲商工会議所

担当 松山西社会保険事務所

険医師・栄養士による健康相談

と き 11月26日 13日寺一15日寺

ところ 大洲市保健センター

対象 40歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館宮⑪6100

大洲福祉 会 館 宮 ⑫0947

砂不動産無料相談

と き 11月15日 9 時~16日寺

ところ 宅 建協会大洲支部

フヂエ夕、、花庖 2階、常磐田J4
久
米

今月の納税

国民健康保険税
(第4期)

納期は11月30日

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
凶
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
日
月
5
日
(
木
)

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院

9
時
加
分

1
ロ
時

日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
・
大
洲
商

工

会

議

所

日

時

1
M
時

- 12 

愛

記

週

刊

誌

を

読

ん

で

い

る

J
i
-
-

と
、
「
昭
和
三
十
六
年
以

降
に
生
ま
れ
る
と
新
人
類
:
:
:
L
と
書

い
て
あ
り
、
「
あ
れ
、
私
の
持
っ
て
い

る
本
に
は
昭
和
三
十
五
年
以
降
が
新
人

類
と
な
っ
て
い
た
の
に
:
:
:
し
と
し
ば

ら
く
昭
和
三
十
五
年
生
ま
れ
の
私
は
悩

ん
で
い
た
の
で
す
が
、
よ
く
見
る
と
私

の
本
は
去
年
出
版
さ
れ
た
も
の
。

晴
れ
て
旧
人
類
と
な
れ
た
訳
で
す
が

な
に
か
い
き
な
り
、
年
を
と
っ
た
気
分

で
す
。
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